
1.募集の人員 
  一般試験７５名 
      (技能試験６０名・適性試験１５名） 

 
2.応募資格  
 次の各号に該当する者とする。      
 (1)  日本国内に居住する男子であること。 
 (2)  高等学校卒業以上の学歴を有する者、又は平 
    成２２年３月３１日までに高等学校を卒業する 
    見込みの者、もしくはこれと同程度の学力を有 
    する者であること。 
 (3)  年令は平成２２年４月１日現在満１７才以上 
    であること。 
 (4)  以下のいずれにも該当しないこと。 
 ア.日本競輪学校を卒業した者。 
 イ.競輪選手として登録された者（消除者を含む）。 
 ウ.禁錮以上の刑に処せられた者。 
 エ.自転車競技法、小型自動車競走法、競馬法、 
  日本中央競馬会法又はモーターボート競走法の 
  規定に違反して罰金以上の刑に処せられた者。 
 オ.成年被後見人、被保佐人又は破産者で復権を 
  得ない者。 
  
3.試験の種目と方法 
  (1) 試験の種目は身体検査、人物考査及び技能 
   試験又は適性試験とします。 
  (2) 技能試験と適性試験は選択試験となっていま

すので、入学願書提出の際に選択して下さ     
い。なお、入学願書を提出した後における選択
の変更は認めません。 

  (3) 試験は第１次試験と第２次試験に区分して 
     行います。 
  (4) 第２次試験は、第１次試験の合格者につい 
     て行います。 

 

（注）技能試験に使用できる自転車は、財団法人ＪＫＡに登

録されたフレーム及び認定部品を使用した競輪に使用で

きる自転車とし、そのギヤ比は49×15（3.27)以内とする。 

  なお、競走車部品認定基準については最寄りの財団法

人日本自転車競技会にお問い合せ下さい。 

 

日本競輪学校                一般入学試験                            

財団法人ＪＫＡ 

  募 集 案 内（第100回生徒） 

4.応募の受付期間 
   平成２１年６月３０日（火）午前９時から 
   平成２１年８月 ７日（金）午後５時まで 
 

5.受験料   
   応募時に5,000円、第２次試験の受験時に7,000円かかります。 
 
6.入学試験スケジュール 
 

第１次試験 
(技能）平成２１年９月７日（月） 
   場所：取手・平塚・大垣・高松・武雄競輪場  

 
(適性）平成２１年９月１５日（火） 
   場所：日本競輪学校 
 
※ 日本競輪学校入学試験委員長が指定する試験場で受験する 
 こと。 
  
第２次試験 
(技能・適性） 
 平成２１年１０月２６日（月）から 
 平成２１年１０月２９日（木）まで４日間 
 場所：日本競輪学校  
 
※ なお、第１次試験及び第２次試験の実施期日及び場所に 
 ついては天候、その他やむを得ない事由により変更又は 
 延期することがあります。 

 
7.合格発表 
    
  第１次試験  平成２１年９月３０日（水） 

  合格者に対して文書で通知します。 
 

  第２次試験  平成２２年１月１５日（金） 
  財団法人ＪＫＡにおいて合格者を発表するとともに、 
発表日に受験者全員に対して合否を文書で通知します。 
 

  ※ なお、合否に関するお問い合わせには一切応じられません。 
 
8.入学・卒業の期日 
  入学…平成２２年５月（予定） 
  卒業…平成２３年４月（予定） 
 
 ※ 但し、特に成績が優秀な生徒については、教育期間を短縮     
   できる早期卒業制度があります。 
 
9.応募書類の配布と提出先 
   居住する最寄りの財団法人日本自転車競技会本部及び地区 
 本部・支部等となります。 
   なお、郵送をご希望の場合、返信用切手５１０円を同封して 
 請求してください。 

技能試験 適性試験

◇自転車による

◆1,000ﾒｰﾄﾙの走行時間

◇垂直跳の跳躍高

◇背筋力計による背筋力

◇自転車による

◆400ﾒｰﾄﾙ程度の助走後

　における200ﾒｰﾄﾙの走行

　時間

◆1,000ﾒｰﾄﾙの走行時間

◇台上走行試験装置

　（固定式自転車）による

◆瞬間最高速度の測定

◆最大回転回数の測定

◆総仕事量の測定
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財団法人ＪＫＡ 
日本競輪学校 管理チーム 

 
〒４１０－２４０２ 
静岡県伊豆市大野１８２７ 
 
℡０５５８－７９－０１１１ 
 
 http://keirin.jp/pc/dfw/portal/guest/nkg/ 

●１次試験の免除について● 
 〔技能試験〕  
   本財団が別に定めた自転車競技大会で下記の成績を収めた 
 者で、申請があれば第１次技能試験を免除します。 
   但し、下記大会の対象となる期間は審査日前日[8/24]以前 

 １年を経過していない場合に限ります。   
  (1) 本財団が別に定めた自転車競技大会とは下記のとおり。 
     ① 全日本自転車競技選手権大会 
     ② 全日本アマチュア自転車競技選手権大会 
     ③ 国民体育大会 
     ④ 全国都道府県対抗自転車競技大会 
     ⑤ 全日本大学対抗選手権自転車競技大会 
     ⑥ 全国高等学校対抗自転車競技選手権大会 
     ⑦ 全日本実業団自転車競技選手権大会 
     ⑧ 全日本学生選手権自転車競技大会 
     ⑨ ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 
     ⑩ 全国高等学校選抜自転車競技大会 
     ⑪ チャレンジ・ザ・オリンピック 
     ⑫ サイクルスポーツクラブ全国記録会 
   ⑬ ジュニア世界選手権大会 
  (2) 収めた成績の基準は下記のとおり。 
     ① １㎞タイムトライアルに出場して日本新記録を樹立 
       した者。 
     ② １㎞タイムトライアル又はスプリントに出場して優 
       勝した者。 
     ③ ケイリンに出場して優勝し、かつ１㎞タイムトライ 
       アル又はスプリントで優勝に準ずる成績を収めた者。 
  ※ (1)の⑩～⑫の大会については、「１㎞タイムトライアル 
    に出場して優勝した者」のみ対象となります。 
   ⑬の大会については、「１㎞タイムトライアル、スプリン

ト、ケイリン又はオムニウムに出場した者」が対象となりま
す。 

 
 〔適性試験〕   
  自転車競技以外の各種スポーツ競技大会(団体競技を含む） 
 において、下記の成績を収めた者で、本財団が認める者に 
 ついては、申請があれば第１次適性試験を免除します。 
   但し、下記大会の対象となる期間は応募締切日[8/7]以前 
 ２年を経過していない場合に限ります。 
   (1) 世界規模の大会などに出場経験がある者。 
     （例）オリンピックや世界選・ワールドカップ等。 
   (2) 本財団が認めた日本国内で実施された全国的規模の 
       各種競技大会に出場して第３位以上の成績を収めた者。 
     （例）国民体育大会や選手権大会・インターハイ等。 
   (3) サッカー、野球等プロスポーツ競技において優秀な 
      成績を収めた者。 

10.提出書類 
  ①  日本競輪学校入学願書・履歴書（本校所定用紙）  １通 
  ②  住民票記載事項（本籍・世帯全員記載）の証明書・外国  
    人については登録原票記載事項証明書（世帯全員記載） 
    （公示日[6/29]後、発行されたもの）              １通 
  ③  最終学校卒業証明書又は卒業見込証明書 
    （応募締切日[8/7]以前１年以内に発行されたもの） 
                                                    １通 
  ④  学業成績証明書又は調査書 
    （応募締切日[8/7]以前１年以内に発行されたもの） 
                                                    １通 
  ⑤  健康診断書（所定用紙）                        １通 
  ⑥  写真（３か月以内に撮影した「タテ４ｃｍ・ヨコ４ｃｍ」 
    脱帽正面上半身のもの）                          ３葉 
 
  ※  第１次試験の免除を申請する者は、上記書類の他に選択 
    した試験の「日本競輪学校入学一般試験の免除申請書」（所  
    定用紙）に競技成績を証明できるもの（原則として原本）を 
  添付して提出してください。 
 
11.応募書類の問い合わせ及び提出先  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12.その他 
  ①  提出した応募書類や納入した受験料は返還できません。 
  ②  提出後に住所等変更があった場合、速やかに提出した財  
    団法人日本自転車競技会に連絡してください。 
  ③  応募手続きで不明な点は、最寄りの財団法人日本自転車 
    競技会にお問合わせください。 
  ④  応募に際して国籍は問いません。 
  ⑤  入学金や授業料等はかかりません。但し、在校中の教育 
    に要する費用の一部（貸費物品・施設等利用料）及び食事 
  代等の経費は個人負担となります。 
      なお、本財団の貸費制度を利用すれば競輪選手になった 
    後に割賦で返済ができます。 

＜参考＞身体検査基準の一例 

 ○きょう正視力が両眼で0.8以上で、かつ1眼でそれぞれ0.5以上であること。 

 ○白色、黒色、赤色、青色及び黄色の識別ができること。 

  ○その他競走に支障をきたすような障害又は疾患がないこと。     など 

 


